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研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー と 技術 経営 
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技術 経営 (MOT : Management of Technology) 


技術 を ベ ペース と し て 事業 を 行う 研究 開発 型 企 業 が 、 組 織 の 持続 的 発展 の た め に 、 自 
社 の 技術 を 余す と ころ な く 事 業 成果 に 結び つけ 、 企 業 価値 を 創造 する こと 。 


Christensen(1997) 

「 技 術 と は 、 組織 が 労働 力 、 原 材料 、 情報 を より 付加 価値 の 高い 製品 や サー ビス に 
転換 する プロ セス を 言う 。( 中 略 ) イ ノ ベ ー シ ョ ン と は これ ら の 技術 を 変革 する こと 」 
(Christensen,1997:13) 


Christensen, Clayton M.(1997)The Innovator's Dilemma : When New Technologies Cause Great Firms to Fail Boston, Mass. : Harvard Business 
School Press 
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民間 研究 開発 投資 と 経済 成長 (80 年 代 に 対す る 90 年 代 の 比較 ) 


淀 選 上 


Australia $ Finland 


| 
を New Zealand 
- 。 Netherlands 


マ Gemany ® lltaly Belgium 
そる 


。 $ United Kingdom Spain 


きき 燃 9 庫 問 加 S 帯 川 謙 蘭 計 か エエ お ぶ 


民間 研究 開発 投資 の 対 売 上 高 比 率 の 変化 
出所 :OECD(2001)Science, Technology and Industry Outlook, OECD Publication Service, p.54 
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日 米 の 上 場 企業 時 価 総 額 ラ ン キ ング トッ プ 20 


順位 会 社名 (日 本 ) 時 価 総額 会 社名 (米国 ) 時 価 総額 
1 トヨ タ 自 動車 (株 ) 21,010,185 | GEN ELECTRIC CO 375.10B 
2 (株 ) 三 菱 UFJ フ ィ ナ ン シ ャ ル ・ グ ルー プ 16,216,824 | EXXON MOBIL CP 367.56B 
3 (株 ) み ず ほ フィ ナン シャ ル グ ル ー プ 11.151,711 | MICROSOFT CP 298.16B 
4 (株 )NTT ド コモ 9.058.200 | CITIGROUP INC 246.73B 
5 (株 ) 三 井 住友 フィ ナン シャ ル グ ル ー プ 8.691,132 | WAL MART STORES 199.69B 
6 日 本 電信 電話 (株 ) 8.374.323 | BK OF AMERICA CP 185.26B 
7 ホン ダ 6.480.331 | JOHNSON AND JOHNS DC 182.09B 
8 キヤ ノン (株 ) 6,211,126 | AMER INTL GROUP INC 174.66B 
9 武田 薬品 工業 (株 ) 5.993.696 | INTEL CP 165.38B 
10 松下 電器 産業 (株 ) 5.887.328 | PFIZER INC 157.01B 
11 (株 ) セ ブン & ア イ ・ ホ ー ル ディ ング ス 5.816.375 | ALTRIA GROUP INC 152.68B 
12 日 産 自 動車 (株 ) 5,474,586 | INTL BUSINESS MACH 140.02B 
13 (株 ) り そ な ホ ー ル ディ ング ス 5.050,.551 | JP MORGAN CHASE CO 136.43B 
14 ソニ ー( 株 ) 4.452.918 | PROCTER GAMBLE CO 136.38B 
15 三菱 商事 (株 ) 4.343.961 | CHEVRON CORP 132.86B 
16 ヤフー( 株 ) 4319.988 | CISCO SYS INC 108.36B 
17 野村 ホー ルディ ング ス ( 株 ) 4.266.046 | WELLS FARGO & CO NEW 105.02B 
18 東京 電力 (株 ) 3.882.730 | COCA COLA CO THE 101.88B 
19 ソフ トバ ンク (株 ) 3.750.551 | AMGEN 99.71B 
20 (株 ) ミ レア ホー ルディ ング ス 3.574.989 | PEPSICO INC 99.39B 


出所 :http://yahoo.com/ 及 び http://yahoo.cojp/ の デー タ (2005 年 12 月 ) か ら 作成 
Copyright の 2 の 0 の 答 必 泡 券 訪 学友 訪 労 娘 学 の 
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米国 の ベン チャ ー 支 援 環 境 
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米国 に お ける 起業 家 を 取り 巻く パー トナ ー 及 び 支 援 環 境 の 概念 


| ビジ ネス 慣行 
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米国 に お ける “起業 家 と "パー トナ ー" の 好人 循環 の 概念 図 


パー トナ ー 
回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 生生 生生 生生 回 還 還 還 支援 活動 に よる 報酬 


AR 2 
技術 シー ズ 獲得 TIA 


起業 活動 の 活発 化 ーー 


活動 支援 | パー トナ ー の 増加 支 
援 能 力 の 向上 


起業 家 起業 家 サ イク ル ー ノノ 
起業 意欲 の 高まり 多才 用 業 者 利益 


起業 活動 支援 


支援 環境 経済 活性 化 市 場 活発 化 


| 国 ・ 自 治 体 の 施策 (法制 度 、 税 制 ) | ベンチャー 向け 株 式 市 場 。 | 


技術 ライ セン ス 等 に よる 研究 資金 獲得 
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米国 の 弁護 士 ・ 法 律 事務 所 


と 法律 事務 所 の 一 部 が 、 ビ ジネス と し て 創業 、 起 業 を 支援 。 

ヶ 会 社 設立 、 資 金 調達 、 販 売 、 提 携 、 知 的 財産 権 、 ス トッ クオ プション 計 画 、 雇 用 、 ベ ン 
チャ ー キ ャ ピタ ル 、 エン ジェ ル 等 の 資金 提供 者 の 紹介 や 、 管 理 職 の 採用 支援 等 の サー 
ビス を 提供 。 

> 将来 の キャ ピタ ル ゲ イン を 期待 。 


米国 の エン ジェ ル ( 個 人 投資 家 ) 


ヶ 「 ビ ジネス エン ジェ ル 」 は 、 全米 72 万 人 。 

と ヶ 1 年 間 の 投資 件 数 は 、48 万 9 千 件 。 

> 投資 総額 は ベン チャ ー キ ャ ビタ ル 投資 総額 の 約 8 倍 に 当たる 327 億 ドル と 推計 され 、 
最大 の リス クマ ネー の 資金 源 。 

> 投資 する 企業 の 業界 事業 に も 詳し く 、 創業 間 も な い ベン チャ ー の 支援 に 熱心 。 
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米国 の ベン チャ ー キ ャ ビタ ル ・KPCB(Kleiner Perkins Caufield & Byers) 


と 個々 の ベン チャ ー キ ャ ピタ リス ト が 、 特 定 の 産業 分 野 で の 実務 経験 を 通し て 、 製 品 、 
技術 の 深い 知識 の 蓄積 が あり 、 自ら の 経験 と 知識 を 有する 領域 に お いて ベン チャ 
ーー 企業 を 目利き し 、 投資 後 も 一 貫 し て 支援 。 

ザイ バツ (Zaibatsu) と 呼ば れる 過去 の 投資 先 の 経営 者 を 中 心 と する ネッ トワ ー ク を 
形成 し 、 こ の ザイ バツ の メン バー が 、 イ ンタ ーネット や バイ オ テ ク ノロ ジー 等 、 これ ま 
で の 実務 経験 を も と に 、 投資 先 企業 を 支援 、 育 成す る シス テム を 導入 。 

OT 例え ば 起業 家 が 技術 の 専門 家 で ある 場合 に は 、 そ の 
人 物 を 社長 で は な く 、 最高 技術 責任 者 (CTO) に し 、 経 営 の トッ プ あ る い は 、 マ ー ケ テ 
ィング の 専門 家 を 外部 か ら ス カウ ト す る 等 の 人 材 供 給 の 機能 。 

ァ ザ イ バ ツ に は 、 ネッ トス ケー プ コ ミュ ニケ ーション ズ の 創業 者 の マー ク ・ ア ンド リー セ 
ン (Marc Andreessen)、 サン マイ クロ ンス テム ズ (Sun Microsystems) の スコ ッ ト ・ マ ク 
ニー リ (Scott McNealy) 等 が 参加 。 
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敵国 ! 大 学 発 ベ ンチ ャ ー」 を 対象 と し た 調査 ・ 分 析 
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英国 「 大 学 発 ベン チャ ー」 を 対象 と し た 調査 ・ 分 析 


目的 : 
英国 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 対象 と し た 調査 を 実施 し 、 日 本 の 「 大 学 発 ベ 
ンチ ャ ー」 と 比較 研究 する こと に より 、 そ の 現状 と 課題 を 浮き 彫り に する 。 


概要 : 

経済 産業 省 (2005)「 大 学 発 ベ ンチ ャ ー に 関す る 調査 報告 書 」 に お ける 
質問 票 調査 の 内 、 外 部 と の 戦略 提携 に 関す る 質問 項目 を 抽出 し 、 英 国 
の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 対象 と し て 調査 を 実施 し た 。 本 調査 は 、 日 本 の 大 
学 発 ベン チャ ー の 戦略 提携 状況 (経済 産業 省 (2005)「 大 学 発 ベ ン 

チャ ー に 関す る 調査 報告 書 」) と の 比較 が 可能 で ある 。 
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日 米 英 の 弁護 士 、 弁 理 士 、 公 認 会 計 士 、 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル 投 資 額 の 比較 


ーー 電電 


認 会 』 
人 AI の 2977 a 


VC 投資 残高 | €989mition 106, | ¥106,568million | Wea9bWon 6.89billion 


(投資 額 / 
人 口 1 万 人 ) ぞ /66 97 の \8.341.265 $600.171 
5, | 5923 万 人 | | 1 位 2776 万 人 | 2 億 8142 太 人 142 万 人 


Copyright の 2006 葵 恨 交 間 訪 学友 診 宛 労 克 学 


14 


Module Title : 「 オ リエ ン テ ー シ ョ ン 」 


mn Management of Technology 2005 


調査 対象 及び 手法 


英国 サイ エン スパ ー ク 協会 (The United Kingdom Science Park Association : UKSPA) の HP 
(http://www.ukspa.org.uk/) に 記載 され た 英国 の サイ エン スパ ー ク に 、「 入 居 し て いる 」「 過 去 に 入居 し て い 
た 」 又 は 「 何 ら か の 関係 が ある 」 研 究 開発 型 ベ ンチ ャ ー851 社 ( 各 サ イエ ンス パー ク HP の 検索 及び サイ エン 
スパ ー ク の 管理 者 に 問い 合わ せ て 、 研 究 開発 型 ベ ンチ ャ ー を 抽出 し た も の ) を 対象 。 

質問 票 調査 は 、 抽 出し た 研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー851 社 に 対し て 、 郵 送 及 び 電 子 メ ー ル で 、2005 年 11 月 下旬 
か ら 12 月 下旬 に か け て 送付 し 、68 の 回 答 を 得 た (回 答 率 896)。 本 質問 票 調査 で は 、 こ の 内 、 以 下 の い ずれ 
か に 該当 する と 答え た 研究 開発 型 ベ ペン チャー42 社 を 、 英 国 の 「 大 学 発 ベ ンチ ャ ー」 と 理解 し 、 分 析 の 対象 と 
し た 。 


大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 定義 


(1) 大 学 や 大 学 関係 者 、 学 生 が 保有 する 特許 を 基 に 起業 

(2) 特 許 以外 の 技術 ・ ビ ジネス 手法 を 基 に 起業 

(3) そ の 他 
・ 創 業者 の 持つ ノウ ハウ を 事業 化す る た め に 、 設 立 か ら 5 年 程度 以内 に 大 学 と 共同 研究 等 を 行っ た 。 
・ 既 存 の 事業 を 維持 ・ 発 展 を させ る た め に 、 設 立 か ら 5 年 程度 以内 に 大 学 と 共同 研究 等 を 行っ た 、 ま た は 、 技 術 移転 
を 受け た 。 


・ 設 立 か ら 5 年 程度 以内 に 大 学 関連 の イン キュ ペーション 施 設 等 に 入居 し 、 大 学 か ら 種 々 の 支援 を 受け た 、 
・ 大 学 で 学ん だ 内 容 を 基 に 創業 し た 、 

・ 大 学 で ベン チャ ー ビ ジネス 論 等 を 学び 、 そ の 一 環 と し て ビジ ネス プラ ン を 作成 し 起業 を 決意 し た 、 

・ 大 学 の 技術 を 移転 する 事業 や 、 大 学 の 技術 や ノウ ハウ を 事業 化す る た め の 資 金 を 提供 する な ど 、 大 学 発 ベ チャ ー 
を 生み 出す た め の 事業 を 行っ て いる 。 

・ 取 引 先 や 売上 の 大 半 を 、 食 業者 の 出身 大 学 や 大 学 の 人 脈 に よる 紹介 に 依存 し て いる 。 
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対象 企業 (英国 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー) の 業種 構成 


業種 % 
(1) バ イオ ・ 医 療 ・ 介 護 42.9% 
(2②)IT ハ ー ド 系 
(デバ イス ・ コ ン ポ ボー ネ ン ト 、 シ ステ ム 等 ) 7.12 
(3)IT ソ フト 系 
(受託 ソフ ト 開発 、 パ ッ ケ ー ジ ソフ ト 、 シ ステ ム 28.6% 
構築 、 イ ンタ ーネット 関連 サー ビス 等 ) 
(4) 素 材 ・ 材 料 0.0% 
⑤) 機 械 ・ 装 置 7.1% 
(6) 環 境 2.4% 
7) エ ネル ギー 4.8% a ミー 講和 
kc 対象 企業 (英国 の 大 学 発 ベン チャ ー) の 業種 構成 - 日 英 比較 - 
(8) 教 育 2.4% ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
(9) そ の 他 14.3% 日 本 (経済 産業 省 (2005)) 英国 (本 質問 票 調査 ) 
バイ オ 系 47.4% 42.9% 
IT 系 29.4% 35.7% 
その 他 48.8% 31.0% 
不明 2.2% 0.0% 
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対象 企業 (英国 の 大 学 発 ベン チャ ー) の 地域 構成 


地域 
ロン ドン 
サウ スイ ー ス ト 
イー スト 
サウ スウ ェ ス ト 
ウェ スト ミッ ドラ ンド 
イー スト ミッ ドラ ンド 
ノー スウ ェ ス ト 
ョ ー ク シャ マー 
ノー スイ ー ス ト 
スコ ッ ト ラ ンド 
ウェ ー ル ズ 
北ア イル ラン ド 


EN | 


% 

4.8% ー ぎ 
是 lk 

sr 


9.5% 


2 


14.3% 
7 1% ノー スウ ェ ス ト 
7.1% 

14.3% の 
0.0% ウェ ー ル ズ 


0.0% ウェ スト ミッ ドラ ンド 


eX [osoor 
2.4% 


2.4% 
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対象 企業 (英国 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー) に お ける 大 学 と の 関係 


日 本 (経済 産業 英国 (本 質問 


省 (2005)) 票 調査 ) 
大 学 や 大 学 関係 者 、 学 生 が 保有 する 特許 を 基 に 起業 し た 32.1% 45.2% 
特許 以外 の 技術 ・ ビ ジネス 手法 を 基 に 起業 し た 27.2% 7.1% 
大 学 と その 他 の 関係 を 持っ て いる 40.7% 47.6% 
その 他 の 関係 の 詳細 
創業 者 の 持つ ノウ ハウ を 事業 化す る た め に 、 設立 か ら 5 年 程度 以内 に 大 学 と 共同 研究 等 を お こ 9 4% 4 8% 
な っ た 1 
既存 の 事業 を 維持 ・ 発 展 さ せる た め に 、 設 立 か ら 5 年 程度 以内 に 大 学 と 共同 研究 等 を お こ な っ た 、 4.9% 9 5% 
また は 技術 移転 を 受け た a IM 
設立 か ら 5 年 程度 以内 に 大 学 関連 の イン キュ ベー ショ ン 施 設 等 に 入居 し 、 大学 か ら 主 の 支援 を 受 2 2% 19 0% 
けた .€ 0 .J/0 
大 学 で 学ん だ 内 容 を 基 に 創業 し た 6.5% 7.1% 
大 学 で ベン チャ ー ビ ジ ネス 論 等 を 学び 、 そ の 一 環 と し て ビジ ネス プラ ン を 作成 し 、 企 業 を 決意 し た 1.6% 0.0% 
大 学 の 技術 を 移転 する 事業 や 、 大 学 の 技術 や ノウ ハウ を 事業 化す る た め の 資 金 を 提供 する な ど 、 46% 00% 
大 学 発 ベン チャ ー を 生み 出す た め の 事 業 を 行っ て いる 2 0 
取引 先 や 売上 げ の 大 半 を 、 創業 者 の 出身 大 学 や 大 学 の 人 脈 に よる 紹介 に 依存 し て いる 0.8% 0.0% 
その 他 8.1% 7.1% 
不明 2.7% 0% 


注 : 経 済 産 業 省 (2005) は 、 有効 回 答 371、 本 質問 票 調査 は 42 
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日 英 「 大 学 発 ベ ンチ ャ ー」 に お ける 戦略 提携 の 現状 と 課題 
- 日 英 比 較 分 析 - 
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ベン チャ ー 支 援 ビ ジネス 機関 ・ 専 門 家 の 活用 度 - 日 英 比較 - 


日 本 英国 
(経済 産業 省 (2005)) (本 質問 昧 調査 ) 

監査 法人 38.7% 89.2% 
金融 機関 53.2% 78.9% 
ベン チャ ー キ ャ ビタ ル 33.3% 59.5% 
地域 プラ ッ ト フ ォ ー ム 50.6% 86.5% 
イン キュ ベー ショ ン 施 設 54.5% 54.1% 

弁護 士 - 89.5% 
弁理 士 66.6% 76.3% 
TLO( 技 術 移転 機関 ) 28.0% 24.3% 


注 : 経 済 産業 省 (2005) に お ける それ ぞ れ の 有効 回 答 数 は 、 監 査 法人 313、 金 融 機関 316、 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピ 


タル 318、 地域 プラ ッ ト フ ォ ー ム 320、 イ ン キ ュ ベ ーション 施設 321、 弁理 士 320、TLO( 技 術 移転 機関 )311 で あ 


る 。 また 、 本 質問 票 調査 に お ける それ ぞ れ の 有効 回 答 数 は 、 監 査 法人 37、 金 融 機関 38、 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ 
ル 37 、 地 域 プ ラッ ト フ ォ ー ム 37、 イン キュ ベー ショ ン 施 設 37 、 弁護士 38、 弁理 士 38、TLO( 技 術 移転 機関 )37 


で ある 。 
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ベン チャ ー 支 援 ビ ンジ ネス 機関 専門 家 の 必要 度 - 日 英 比較 - 


日 本 央 国 
(経済 産業 省 (2005)) (本 質問 票 調査 ) 
1. 監査 法人 2 23 
2. 金融 機関 42 17 
3. ベン チャ ー キ ャ ビタ ル 17 16 
4. 地域 プラ ッ ト フ ォ ー ム 51 6 
5. イン キュ ベー ショ ン 施 設 45 11 
6. 弁 護 士 30 
7. 弁 理 士 61 20 
8.TLO( 技 術 移転 機関 ) -9 -11 


注 : 必 要 度 DI ニ (「 特 に 必要 で ある 」 十 「 必 要 で ある 」) 回 答 率 一 あまり 必要 で な い 」「 必 要 で な い 」) 回答 率 


注 : 経 済 産業 省 (2005) に お ける それ ぞ れ の 有効 回 答 数 は 、 監 査 法 人 296、 金 融 機関 295、 ベ ンチ ャ ー キ ャ 
ピタ ル 295、 地 域 プ ラッ ト フ ォ ー ム 304、 インキ ュ ベ ーション 施設 304、 弁 理 士 302、TLO( 技 術 移転 機関 ) 
286 で ある 。 ま た 、 本 質問 票 調査 に お ける 有効 回 答 数 は 、 監 査 法 人 33、 金 融 機関 11、 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ 
ル 24、 地 域 プ ラッ ト フ ォ ー ム 34、 イ ン キ ュ ベ ーション 施設 25、 弁護 士 32、 弁 理 士 30、TLO( 技 術 移転 機関 ) 
19 で ある 。 
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事業 計画 書 作成 に あたっ て の 支援 受入 状況 - 日 英 比 較 - 


日 本 tt 


1 (本 質問 宗 調 査 ) 
助言 は 得 て い な い 34.2% 11.9% 
公 的 支援 機関 の 助言 を 得 て 作成 15.1% 28.6% 
監査 法人 ・ 会 計 事 務 所 ・ 会 計 士 の 助言 を 得 て 作成 15.9% 23.8% 
民間 コン サル ティ ング 会 社 の 助言 を 得 て 作 成 5.7% 23.8% 
ベン チャ ー キ ャ ピタ ル の 助言 を 得 て 作成 14.0% 28.6% 
大 学 関係 者 の 助言 を 得 て 作成 21.8% 21.4% 
知人 に 相談 し て 作成 15.6% 21.4% 
その 他 8.4% 7.1% 
作成 し て いな い 3.0% 2.4% 
不明 5.1% 0.0% 


注 : 経済 産業 省 (2005) は 、 有効 回 答 371、 本 質問 票 調査 は 42 
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主要 な 製品 ・ サ ービス に 関す る 市 場 調査 の 実施 時 期 - 日 英 比 較 - 


日 本 a 
Ng (本 質問 球 調 査 

研究 開発 の 初期 段階 15.4% 66.7% 
研究 開発 途中 の 段階 14.6% 11.9% 
試作 品 を 完成 また は 試験 販売 中 8.1% 7.1% 
製品 化 に めど が た っ た 段階 9.4% 0.0% 
製品 また は サー ビス と し て 販売 中 
ビス と し て 販売 中 3 2% 00% 
製品 また は サー ビス と し て 販売 中 1 9% 00% 
【 単 年 度 黒字 だ が 累積 損失 あり 】 

製品 また は サー ビス と し て 販売 中 1 3% 00% 
【 単 年 度 黒字 で 累積 損失 な し 】 

上 記 に 該当 し な い 7.3% 7.1% 
特に 実施 し て いな い 20.2% 2.4% 


不明 18.6% 0.0% 


注 : 経済 産業 省 (2005) は 、 有 効 回 答 371、 本 質問 票 調査 は 42 
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設立 時 の 課題 - 日 英 比 較 - 


日 本 (経済 産業 省 (2005)) 英国 (本 質問 票 調査 ) 

1 位 2 位 3 位 合計 1 位 2 位 3 位 合計 
人 材 の 確保 ・ 育 成 が 難し い 94 85 87 266 3 10 5 18 
資金 調達 が 難し い 117 81 46 244 22 8 4 34 
販路 の 開拓 、 顧 客 の 確保 が 難し い 83 84 55 222 6 7 。 11 24 
オフ ィ ス ・ 研 究 所 の 確保 が 難し い 15 32 37 84 3 3 5 11 
研究 開発 が 思う よう に 進ま な い 17 27 41 85 3 5 7 15 
大 学 と の 関係 が うま くい か な い 5 6 7 18 1 5 3 9 
現在 の 課題 - 日 敵 比 較 - 

日 本 (経済 産業 省 (2005)) 英国 (本 質問 票 調 査 ) 

1 位 2 位 3 位 合計 1 位 2 位 3 位 合計 
人 材 の 確保 ・ 育 成 が 難し い 119 81 65 265 8 9 5 22 
資金 調達 が 難し い 92 94 49 235 13 5 4 22 
販路 の 開拓 、 顧 客 の 確保 が 難し い 86 72 53 211 13 9 6 28 
オフ ィ ス ・ 研 究 所 の 確保 が 難し い 5 24 21 50 0 1 2 3 
研究 開発 が 思う よう に 進ま な い 19 30 63 112 4 9 11 24 
大 学 と の 関係 が うま くい か な い 5 6 13 24 0 1 2 3 


注 : 経 済 産業 省 (2005) は 、 有 効 回 答 371、 本 質問 票 調 査 は 42 
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研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー に お ける 
事業 化 段 階 香 の 望ま し い 技 術 経 営 
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Module Title :「 オ リエ ン テ ー シ ョ ン 」 


基礎 研究 段階 : 
基礎 科学 を 特許 等 に 代表 され る 技術 に 結実 さす せる まで の 段階 
製品 開発 段階 : 
「 基礎 研究 の 成果 で ある 有望 技術 を 試作 品 等 の 製品 レベ ル に 作り 込む 段階 
事業 化 段 階 : 
出来 上 が っ た 製品 の 販売 を 拡大 し 、 一 定規 模 の 新た な 市 場 を 形成 する まで の 段階 
基礎 研究 へ の 製品 開発 へ の 事業 化 へ の 
経営 資源 投入 経営 資源 投入 経営 資源 投入 


バイ パイ メ バエ メナス スエ メメ メメ メッ トイ eofber sessssersesseseeressesreessesse resses seres (バイ バエ メメ メト エエ メメ ユメ メ バエ メル メメ エメ メイ メメ メ エメ ナ メメ トメ メメ メメ メメ メイ エメ ル メメ エメ メメ エバ イメ エト トメ エエ メメ ス メメ て 】 


100% 


政 暗 か な Irri 洋 浴 貴 藤生 滋 示 


技 製 事 時 間 ⑪ 
術 品 業 


a 


基礎 研究 段階 製品 開発 段階 事業 化 段階 


< 経営 課題 > < 経営 課題 > < 経営 課題 > 
・ 特 許 取得 ・ 試 作品 開発 ・ 市 場 形成 


・ 基礎 研 究 高度 化 等 ・ 製 品 の 高度 化 等 ・・ マ ー ケ ティ ング 等 


出所 : 桐 畑 哲也 編著 (2005)『 ナ ノ テ ク 革 命 を 勝ち 抜く 』、 講 談 社 。 
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Ban Management of Technology 2005 Module Title :「 オ リエ ン テ ー シ ョ ン 」 


研究 開発 型 ベ ペン チャ ー を 対象 と し た 質問 昧 調査 
硬 調査 対象 
質問 票 調査 は 、 奈 良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 が 実施 し た 通信 教育 講座 「 知 的 財産 ・ 技 術 経 
営 ブ プロ グラ ム 2005」 を 受講 し た 受講 生 で 、 特 許 等 知 的 財産 を ベース と し て 事業 化 を 目指 す 中 
小 ・ ベ ンチ ャ ー 企 業 の 経営 者 、 従 業 員 。 


硬 調 査 方 法 

イン ター ネッ ト に よる 公募 と 共に 全国 の 中 小 企業 団体 、 経済 団体 等 を 通じ て 、 通信 教育 講 座 
へ の 参加 企業 を 募集 、 参 加 申 し 込み の あっ た 184 事 業 所 の 経営 者 及び 従業 員 に 対し て 、 電 
子 メ ー ル 及び 郵送 で 質問 票 調査 を 送付 。 質問 票 調査 は 、2004 年 11 月 中 旬 か ら 12 月 に か け て 
送付 し 、116 事 業 所 か ら 回 答 (回 答 率 639%%)。 この 内 未 上 場 で 、 特 許 を 取得 し て いる 、 或いは 出 
願 中 、 且 、 基 礎 研究 段階 、 製 品 開発 段階 、 事 業 化 段 階 の すべ て の 経験 を 有する 47 事 業 所 を 
分 析 の 対象 。 


時 主要 業種 

「 食 料 品 (2%)」「 化 学 工 業 ( 医 薬品 、 化 粧品 含む X11%)」「 プ ラス チッ ク 製 品 (6%)」「 非 鉄 金属 (2%)」 
「 金 属 製品 (2%)」「 一 般 機 械 器具 (9%)」「 電 気 機械 器具 (6%)」「 電 子 部 品 ・ デ バイ ス (6%」「 輸 送 用 
機械 器具 (2%)」「 精 密 機 械 器具 (9%)」「 そ の 他 の 製造 業 (19%)」「 情 報 サ ービス 業 ( ソ フト ウェ ア 業 、 
提供 サー ビス 業 含 む お X19%」「 そ の 他 (6%)」。 
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研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー に お ける 事業 化 段階 の 経営 状況 と 主要 技術 経営 の 相関 


2 
段階 | 段階 段階 
| 知 財 重視 レベ ル | 0221| 004| 0137| 


計 副 二 


こさ 
ゴ i 


協業 。 | 0004| oom4| 0215 
和 0057 
1 


市 場 ニー ズ 明 確 化 共有 化 


カカ 
7 
0.455%e 


ーー 
下士 
客 
~~ 
業種 企業 0.064 | -0057 0.123 
政 
合 企業 
ミ 丸 会 s ミ 


経営 コン サル タン ト 0014 0063 
人 本 
ベン チャ ー キ ャ ピタ ル 0096 
*** 1% 水準 で 有意 (両側 ) ** 5% 水準 で 有意 (両側 ) * 10% 水準 で 有意 (両側 ) N=47 

出所 : 桐 畑 哲也 (2005)「 新 技術 ベン チャ ー に お ける デス バレ ー 現 象 」『JAPAN VENTURES REVIEWJ』No.6、30 頁 。 


糸 胡 Or 対 避 舞 志 | 溢 疲 納 上 | 貴 評 
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研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー に お ける 事業 化 段 階 毎 の 望ま し い 技 術 経営 


画 基礎 研究 段階 
基礎 研究 段階 の 経営 状況 と 「 市 場 ニ ー ズ の 明確 化 及 び 共 有 化 」 に 向け た 取組 み に 有 意 な 
相関 。 
研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー に 対す る イン タビ ュー 調査 に お いて 「 ニ ー ズ 先行 の 研究 開発 スタ ー ト 
が 重要 」「 製 品 開発 前 に マー ケティング を 行い 、 売 れる も の し か 作ら な い 」 な ど 表 現 は 異な る 
が 、 市 場 ニ ー ズ を 重視 する こと の 必要 性 を 指摘 する 意見 が 多数 。 
つ 優 秀 な 研究 人 材 の 確保 と 共に 市 場 ニ ー ズ に 基づく 研究 開発 が 必要 。 


遇 調 品 開発 段階 
製品 開発 段階 の 経営 状況 と 「 ト ッ プ ダウ ン 型 経営 」「 市 場 ニー ズ の 明確 化 及 び 共 有 化 」 に 
有意 な 相関 。 


っ 「 ビ ジョ ン の 描出 や 需要 の コン セプト 化 の 問題 」 解 消 に 向け て 、 ト ッ プ の ビジ ョ ン や イニ シア 


ティ ブ 、 す な わ ち 「 ト ッ プ ダウ ン 型 経営 」 の も と で 、 社 内 に お ける 「 市 場 ニ ー ズ の 明確 化 及び 共 
有 化 」 に 向け た 取組 み が 重 妥 。 
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研究 開発 型 ペ ベンチャー に お ける 事業 化 段 階 毎 の 望ま し い 技術 経営 


量 事 業 化 段 随 

* 事 業 化 段 階 の 経営 状況 と 「 公 認 会 計 士 ベン チャ ー キ ャ ビタ ル 」「 弁護 士 」 
寺 の 外部 専門 家 と の 連携 に お いて 有意 な 相関 。 

つ 事 業 化 段 階 に お ける 経営 が 順調 な 企業 ほど 、 人 的 な 経営 資源 が 限ら れ 
た 中 で 、 内 部 の 人 材 は で きる 限り 主要 な 経営 課題 、 す な わ ち 販売 、 マ ー ケ 

ティ ング な ど に 投入 し 、 そ の 他 の 業務 は 出来 る だ け 外 部 の 専門 家 に 任せ て 
いる も の と 考え られ る 。 


つ リ ソー スバ パーソ ン と し て の 外部 専門 家 の 機 能 強 化 、 す な わ ち 研究 開発 型 
ベン チャ ー に 不足 し が ちな 人 材 の 供給 支援 機能 や 外部 専門 家 自 身 に よる 
不足 人 材 の 補完 機能 強化 は 、 研 究 開発 型 ベ ンチ ャ ー 創 出 の 有効 な 手法 。 
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LE Management of Technology 2005 


ブロ グラ ム の 目的 と 科目 構成 
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Management of Technology 2005 Module Title :「 オリエンテーション 」 


ブ プログ ラム 開発 の 全体 像 


関西 文化 学術 研究 都市 の 
現状 に 即 し た ケー ス 開 発 


起業 活動 の 活発 化 


地域 マネ ー ジ ャ 


関係 自治 体 等 地域 公 的 機関 
ケー ス 開 発 


NTT | 奈良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 


1 フュ ー チ ヤー 
ベン チャ ー キ ャ ピタ ル | ケー ス 開 発 ケー ス 開 発 
日 本 弁理 士 会 日 本 公認 会 計 士 大 阪 弁 護 士 会 | 
近畿 支部 協会 近畿 会 


関西 バイ オビ ジネス 研究 会 | 


活 関 
動 西 
を バ ベン チャ ー 育 成 専門 家 
心 オ (株 ) け い は ん な | 
と ビ 
し ジ ( 財 ) 関 西 文化 学術 研究 都市 推進 機構 
7 符 関西 文化 学術 研究 都市 知 的 クラ スタ ー ョ | 
ス 究 
開会 関西 文化 学術 研究 都市 
発 の TC 
ei 
kk ee - レー 外部 パー トナ ー 


弁護 士 ・ 弁 理 士 


公認 会 計 二 


米国 の 研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー の 
ケー ス 開 発 
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mn Management of Technology 2005 


Module 構 成 


学習 目標 
a 研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー に お ける 外部 の パー トナ ー と の 戦略 的 提携 、 外 部 
a リソー ス の 活用 の 重要 性 に つい て 、 日 米 欧 の 比較 分 析 を も と に 習得 する 。 
1 知 財 戦略 提携 知 的 財産 分 野 に お ける 弁理 士 等 外部 パー トナ ー と の 提携 、 連 携 手法 ノウ 
ハウ に つい て 習得 する 。 
I 財務 戦略 提携 財務 分 野 に お ける 公認 会 計 等 外部 パー トナ ー と の 提携 、 連 携 手 法 ノウ ハ 
部 ウ に つい て 習得 する 。 
想法 務 戦 略 提携 法務 分 野 に お ける 弁護 士 等 外部 パー トナ ー と の 提携 、 連 携 手法 ノウ ハウ 
に つい て 習得 する 。 
IV 研 究 開発 戦略 提携 研究 開発 分 野 に お ける 外部 パー トナ ー と の 提携 、 連 携 手 法 ノ ウ ハ ウ に つ 
ー いて 習得 する 。 
に ee 
V マ ー ケ ティ ング 戦略 提携 マー ケティング 分 野 に お ける 外部 パー トナ ー と の 提携 、 連 携 ノ ウ ハ ウ に つ 
部 いて 習得 する 。 
MI 公 的 機関 戦略 提携 公 的 機関 の 活用 、 及 び 有 効 な 提携 手法 に つい て 習得 する 。 
VI シリ コン バレ ー の 研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー シリ コン バレ ー の 研究 開発 型 ベ ンチ ャ ー の 事例 を も と に 、 研 究 開発 型 ベ ン 
に お ける 戦略 提携 事例 (1) チャ ー の 経営 及び 外部 パー トナ ー、 外部 リソー ス 活用 実態 に つい て 習得 
第 環 シ リコ ン バ レー の 研究 開発 型 ペン チャ ー する 。 
部 に お ける 戦略 提携 事例 ②) 
区 ベン チャ ー キ ャ ピタ ル と の 連携 ベン チャ ー キ ャ ピタ ル の 経営 事例 を も と に 、 ベ ンチ ャ ー キ ャ ビタ ル と の 提 


携 、 連 携 手 法 に つい て 習得 する 。 
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mn Management of Technology 2005 


開発 担当 講師 


モジ ュー ル 
オリ エン テー ショ ン 
I 知 財 戦略 提携 
I 財務 戦略 提携 
中 法務 戦略 提携 
IV 研 究 開発 戦略 提携 
V マー ケティング 
VI 公 的 機関 戦略 提携 


VI シリ コン バレ ー の 研究 開発 型 ベ ン 
チャ ー に お ける 戦略 提携 事例 (1) 


WI シリ コン バレ ー の 研究 開発 型 ベ ン 
チャ ー に お ける 戦略 提携 事例 (5) 


IX ベン チャ ー キ ャ ピタ ル と の 連携 


桐 畑 哲也 
川嶋 正章 
東 秀彦 
末永 京子 


桐 畑 哲 也 


Module Title :「 オ リエ ン テ ー シ ョ ン 」 


講師 
奈良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 先端 科学 技術 研究 調査 セン ター 助教 授 
弁理 士 ( ク ー ネ ク ラス タ 知 財 事 務 所 )、 関西 バ イオ ビジ ネス 研究 会 
公認 会 計 士 (中 央 青山 監査 法人 ) 、 関西 バイ オビ ジネス 研究 会 
弁護 士 ( ふ た ば 法律 事務 所 )、 関 西 バ イオ ビジ ネス 研究 会 
日 本 電信 電話 株 式 会 社 第 三 部 門 R&D ビ ジョ ン 担 当 課長 
フュ ェ ュー チャー ベン チャ ー キ ャ ピタ ル 投 資 第 二 部 
奈良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 知 的 財産 本 部 特 任 教授 
NTT フ ォ ト ニク ス 研 究 所 リサ ー チ スペ シャ リス ト 
Japanese Technology Professionals Association 日 本 代表 


東京 大 学 産学 連携 本 部 特 任 助教 授 
日 本 電信 電話 株 式 会 社 第 三 部 門 R&D ビ ジョ ン 担 当 課長 
奈良 先端 科学 技術 大 学院 大 学 先端 科学 技術 研究 調査 セン ター 助教 授 


Copyright の 2006 葵 恨 交 彰 訪 学友 氷 労 大 学 34 


gga。 Management of Technology 2005 


トリ グラ ディ プロ ジェ クト 


【 種 】 


ー 開 2 ロ 。 の の 関 414 5 FL| 次 
+ 特 計 可 能 : 性 の 欄 対 

・ 出 台 

* 各 種 補 財 全 の 調査 


+ 


ベン チャ ーー 会 社 設 立 の 】 
* 守 類 の 作成 


* 上 市 楽 計 画 清 定 
・ 座 人 金 調 達 


ベン テ チャー キ ャ ビタ ル 等 か ら の 


銀行 等 な ら の 向 科 人 金 瑞 


こめ の 各種 手続 


Module Title :「 オ リエ ン テ ー シ ョ ン 」 


【 成 長 】 


【 発 芽 】 【 開 花 】 


* 特 詩 取 得 の た め の 中 間 処 理 
・ 便 定 

- 特 詩 坦 路 の 模 築 

・ 応 用 製品 の 出 怠 


* 交 期 開発 品 の 特 矢 関連 業務 


3 が ヨ 
・ コ ンプ ライ アン ス 体 制 の 整 代 


= > 
- 取 引 先 等 と の 各種 圧 約 関 係 の 処理 株 寺 総 会 対応 
(共和 局 ] 研 容 、 業 称 委託 、 裂 千野 示 ) 
- 株 式 公開 支援 
すこ ュ ニ よー4 *・ 株 式 公 開 支援 
人 ・ 社 内 管理 体制 整 代 


出所 : ト リグ ラディ ・ プ ロジ ェクト HP http://wwwr.trigla.com/works.html 
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